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あなたの声を議会に！
　　山梨県西桂町

電話 0555-25-2123、FAX 0555-20-2015、Ｅメール    gikai@town.nishikatsura.yamanashi.jp まで
インターネットでも議会内容が閲覧できます。http://www.town.nishikatsura.yamanashi.jp
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令和6年度 一般会計補正予算案　一部修正可決 ６月
定例会

  三ツ峠グリーンセンター「ふれあい館」
トレーニングジム設置提案理由

１  目　的
（1）健康年齢の維持

　　西桂町民の健康増進・健康維持を推進するための施設としてトレーニング機 
　器を導入し、健康年齢を維持することで活力ある高齢化社会の実現に寄与する 
　とともに、結果として介護保険料の高騰を防ぐことにつなげるため。
　背　景　
　　令和５年 11 月に上暮地のフジヤマスポーツクラブが燃料費の高騰を受け営 
　業を終了した。この施設を利用していた町民の皆様から西桂町での導入要望が 
　寄せられている。

（2）導入費用の低減
　　山一産業（株）様のご協力をいただくことで導入コストの低減が図れ、フジ 
　ヤマスポーツクラブ所有の機器の内、最新の機器を厳選し油圧式機器 5 台、ラ
　ンニングマシーン４台を選定した。

（3）利便性の向上
　　町内にジム施設ができることで、徒歩での利用ができることや運転免許証を 
　した返納高齢者は社会福祉協議会の実施している移動支援も活用できることか 
　ら利用しやすい施設となる。

（4）営業成績の改善効果
　　三ツ峠グリーンセンターの新しい集客につながることが期待できる導入効果 
　　福祉保健事業として導入するが、ふれあい館利用推進のための施策として、 
　一回ごとの利用料の設定に加え、月会費等の定額利用の設定を導入することに 
　よって「ふれあい館」の食堂等利用者の増加につながり営業成績の改善が期待 
　できる。

改修工事設計業務委託料
トレーニング室改修工事費
トレーニング機器購入費

合　　　　計

△ 25万円
△ 413万円

△ 1,115万円
△ 1,553万円

一般会計補正予算（第１号）に対する修正内容

グリーンセンタートレーニング  機器設置費用等削減

６月13日から
20日まで
    （８日間）

会   期

　
令
和
６
年
度
西
桂
町
議
会
６
月
定
例
会
は
、
６
月
13
日
か
ら
20
日
ま
で
の
８
日
間
の

会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
町
長
よ
り
承
認
案
３
件
を
は
じ
め
、
条
例
５
件
、
規
約
改
正
１
件
、
補
正
予
算
２
件

な
ど
11
件
の
う
ち
10
件
が
原
案
の
と
お
り
承
認
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
補
正
予
算
案
に
つ
い
て
は
、
議
員
か
ら
修
正
案
が
提
出
さ
れ
一
部
修
正
可

決
と
な
り
ま
し
た
。
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議　案　名

令和６年度一般会計補正予算（第１号）修正案
〔トレーニング機器等費用削除に賛成の議員は〇、

費用削減に反対議員は×〕

※議長は議事進行を行うため採決に加わりませんが、賛否同数の場合のみ議長も賛否を表明します。

令和6年度 一般会計補正予算案　一部修正可決
グリーンセンタートレーニング  機器設置費用等削減

トレーニング機器等購入費用削除にトレーニング機器等購入費用削除に
　賛成意見（修正案に賛成の意見）　賛成意見（修正案に賛成の意見）

トレーニング機器等購入費用削除にトレーニング機器等購入費用削除に
反対の意見（修正案に反対の意見）反対の意見（修正案に反対の意見）

  藤江雅江 議員
　近隣の富士吉田市、都留市でもトレーニン
グジムを行っています。私は都留市のジムの
会員になっていますが、１回の利用料は 100
円でいろいろな器具が利用できます。そのジ
ムにはインストラクターがおりますので、筋
力強化や健康維持など利用者の目的に合わせ
てアドバイスもされています。
　今回の補正予算案はトレーニング室の改修
工事とトレーニング機器の購入だけで、イン
ストラクター等の人件費の問題や利用者数の
見通しなど把握ができていませんので時期尚
早かと思います。

  小林　剛 議員
　これまでの質疑を聞くと、内容があまりに
もずさんだと思います。通常このように大き
な金額の設備投資であれば、もっとしっかり
中身を検討した上で議会に出すべき内容だと
思います。
　提案した内容がもっともであり、合理性が
認められるのであれば、当然議会でも前向き
に検討すべきだと思いますが、今回の担当課
長からの説明を聞いていても、「器具購入あ
りき」はあり得ないです。事業計画ではなく、
ただ金を使いたいだけだという話になってい
ますので、この原案に関しては反対せざるを
得ません。

  梅原浩一 議員
　三ツ峠グリーンセンターで事業を行うので、
グリーンセンターの集客にもなりますし、町
民の健康増進にもなります。そして、トレー
ニング機器が安価で購入できるのであれば、
これはいいことだと思います。進めてほしい
と思います。

  武藤隆義 議員
　基本的に計画自体はいいと思います。私の
娘婿は、夕方になるとあちこちジムを探して
います。やはり現状、若い人たちはそういう
施設が必要だと思います。
　また、町民の高齢者福祉も大事ですが、若
い人のニーズも大事だと思います。できれば
11 月と言わずに、もっと早く開業できるよう
にしていただければありがたいです。



　

令
和
４
年
11
月
よ
り
工
事
を
進
め
て

ま
い
り
ま
し
た
西
桂
町
の
新
庁
舎
が
完

成
し
、
５
月
７
日
よ
り
開
庁
い
た
し
ま

し
た
。
ま
た
、
５
月
11
日
に
は
多
く
の

ご
来
賓
の
皆
様
に
お
越
し
い
た
だ
く
中

で
、
盛
大
に
竣
工
式
典
を
挙
行
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
西
桂
町
役
場
新
庁
舎
建
設

に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
皆
様
、
そ
れ
を

見
守
り
ご
支
援
を
い
た
だ
い
た
町
民
の

皆
様
に
改
め
て
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
れ
ま
で
の
庁
舎
は
、
西
桂

町
政
の
拠
点
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果

た
し
て
参
り
ま
し
た
が
、
築
後
53
年
以

上
が
経
過
す
る
中
で
、
時
代
の
変
化
と

と
も
に
建
物
の
老
朽
化
や
耐
震
性
へ
の

課
題
、
さ
ら
に
狭
あ
い
化
・
分
散
化
・

バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
応
等
に
お
い
て
様
々

な
課
題
が
浮
き
彫
り
と
な
っ
て
お
り
ま

し
た
。

　

こ
の
た
び
完
成
し
た
新
庁
舎
は
、
町

内
に
分
散
さ
れ
て
い
た
行
政
機
能
を
集

約
し
利
便
性
の
向
上
を
図
り
、
大
規
模

災
害
時
の
皆
様
の
安
心
と
安
全
を
支
え

る
防
災
の
拠
点
と
し
て
の
機
能
を
有
す

る
な
ど
、
基
本
理
念
に
沿
っ
た
、
町
民

誰
も
が
親
し
み
を
持
て
る
建
物
と
な
り

ま
し
た
。　

　

新
庁
舎
完
成
を
契
機
と
し
て
、
よ
り

質
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
実
現
を
目

指
す
と
と
も
に
、
町
民
の
皆
様
の
期
待
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山 崎 町 長
行 政 報 告

役場新庁舎竣工式テープカットの様子

ご
出
席
の
も
と
に
開
催
し
ま
し
た
「
西

桂
町
防
災
連
携
会
議
」
に
お
い
て
、
行

政
と
住
民
の
皆
さ
ま
が
一
緒
に
な
っ

て
、
平
常
時
の
予
防
対
策
や
災
害
時
の

減
災
対
策
の
重
要
性
を
共
通
認
識
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
、「
自
助
」「
共
助
」「
公

助
」
更
に
は
「
近
助
」
が
有
機
的
に
繋

が
る
こ
と
に
よ
り
、町
民
の
安
全
確
保
、

被
害
の
軽
減
を
図
る
た
め
の
検
討
を
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
参

加
さ
れ
た
皆
様
と
の
共
通
の
認
識
を
深

め
ら
れ
た
よ
い
機
会
で
あ
っ
た
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

に
応
え
る
よ
う
、
職
員
一
同
、
決
意
を

新
た
に
し
て
お
り
ま
す
の
で
引
き
続
き

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。　

　

そ
れ
で
は
、
令
和
６
年
度
の
各
種
事

務
事
業
の
状
況
に
つ
い
て
ご
説
明
申
し

上
げ
ま
す
。

   

地
域
防
災
の
推
進

　

令
和
６
年
１
月
１
日
、
元
日
に
能
登

半
島
地
震
が
発
生
し
ま
し
た
。
甚
大
な

被
害
を
受
け
た
被
災
地
に
お
い
て
は
復

興
・
復
旧
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る

中
、
６
月
３
日
の
朝
に
再
び
震
度
５
強

の
地
震
が
発
生
し
ま
し
た
。
災
害
復
旧

の
困
難
さ
を
実
感
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

　

当
町
に
お
い
て
は
、
近
年
、
幸
い
に

も
大
き
な
災
害
は
発
生
し
て
お
り
ま
せ

ん
が
、
近
年
起
き
て
い
る
大
規
模
災
害

の
頻
発
化
か
ら
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
や

首
都
直
下
地
震
、
富
士
山
噴
火
な
ど
多

く
の
災
害
が
高
い
確
率
で
発
生
す
る
と

い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
い
つ
起
き
て
も

お
か
し
く
な
い
状
況
に
あ
る
も
の
と
考

え
、
常
日
頃
か
ら
の
備
え
が
い
か
に
重

要
で
あ
る
か
と
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

５
月
20
日
に
は
、
各
種
協
力
団
体
の

西桂町防災連携会議の様子



山 崎 町 長   行 政 報 告
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観
光
の
振
興

　

三
ツ
峠
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
管
理
運

営
事
業
に
つ
い
て
で
す
が
、
こ
の
４
月

よ
り
指
定
管
理
者
が
新
た
に
ワ
ー
カ
ー

ズ
コ
ー
プ
・
セ
ン
タ
ー
事
業
団
と
な
り
、

懸
念
材
料
で
あ
っ
た
食
事
メ
ニ
ュ
ー
の

見
直
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
目
玉
と
し

て
は
、N

ESIC

陸
上
養
殖
㈱
で
養
殖
さ

れ
た
富
士
頂
純
サ
ー
モ
ン
を
使
用
し
た

メ
ニ
ュ
ー
を
取
り
入
れ
た
こ
と
で
す
。

 　

町
内
産
品
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ

り
利
用
者
増
の
起
爆
剤
と
な
る
こ
と
を

期
待
し
て
お
り
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
大

広
間
に
は
新
た
に
机
と
椅
子
を
準
備

し
、
利
便
性
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
議
会
に
は
補
正
予
算
と
し
ま

し
て
、
ふ
れ
あ
い
館
２
階
に
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
ジ
ム
と
し
て
の
機
能
を
持
た
せ
る

計
画
を
計
上
し
、
２
階
の
会
議
室
及
び

階
段
踊
り
場
の
ス
ペ
ー
ス
に
、
山
一
産

業
㈱
様
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
器
具

及
び
ア
ー
ク
に
あ
る
器
具
を
移
設
し
、

合
わ
せ
て
一
部
最
新
機
具
も
取
り
入
れ

た
整
備
を
行
い
ま
す
。
町
民
の
健
康
増

進
・
健
康
維
持
管
理
に
寄
与
す
る
と
と

も
に
、
温
浴
施
設
の
利
用
推
進
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

導
入
の
結
果
と
し
て
、
グ
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
の
経
営
改
善
対
策
と
し
て
の
効

果
も
得
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

   

保
健
・
医
療
の
充
実

　

50
歳
以
上
の
町
民
の
方
を
対
象
に
始

め
ま
し
た
帯
状
疱
疹
予
防
接
種
費
用
助

成
事
業
に
つ
き
ま
し
て
、
年
間
70
件
を

見
込
み
、本
年
４
月
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
、

４
月
１
カ
月
の
間
に
12
件
の
利
用
が
ご

ざ
い
ま
し
た
。
想
定
を
上
回
る
利
用
に

鑑
み
ま
し
て
、
利
用
状
況
を
確
認
し
な

が
ら
助
成
件
数
の
上
乗
せ
を
検
討
し
て

ま
い
り
ま
す
。

   

子
育
て
支
援
の
推
進

　

５
月
７
日
よ
り
子
育
て
支
援
課
も
新

庁
舎
で
執
務
を
行
っ
て
お
り
、
充
実
し

た
窓
口
業
務
及
び
子
育
て
支
援
を
行
う

こ
と
を
め
ざ
し
業
務
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

子
育
て
支
援
係
に
お
き
ま
し
て
は
、

国
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
案
が
閣
議
決
定
さ

れ
、
児
童
手
当
拡
充
に
伴
う
児
童
手
当

シ
ス
テ
ム
の
改
修
に
つ
い
て
、
本
定
例

町
議
会
の
補
正
予
算
に
計
上
し
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

保
育
所
に
お
き
ま
し
て
は
、
保
育
所

ICT

化
に
よ
る
保
育
環
境
・
子
育
て
環

境
向
上
事
業
と
し
ま
し
て
、
デ
ジ
タ
ル

化
に
よ
る
保
育
業
務
支
援
ア
プ
リ
を
導

入
す
る
た
め
の
経
費
を
補
正
予
算
に
計

上
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

   

行
政
運
営
の
充
実

　

指
定
管
理
と
な
り
ま
し
た
い
き
い
き

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
、
６
月
中
に
１

階
事
務
所
の
改
装
を
終
え
、
７
月
か
ら

指
定
管
理
者
で
あ
る
西
桂
町
社
会
福
祉

協
議
会
の
も
と
、
１
階
居
宅
介
護
事
業

施
設
を
運
営
す
る
地
域
福
祉
事
業
所

「
ば
い
か
も
」
と
と
も
に
、
町
の
福
祉

並
び
に
保
健
の
拠
点
と
し
て
、
有
効
利

用
を
す
す
め
て
ま
い
り
ま
す
。

子育て支援課受付窓口

社会福祉協議会が指定管理となった
いきいき健康福祉センター

食事メニューに取り入れた富士頂純サーモン
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会　　　　　計 審議結果 補　正　額 補正後の予算総額

令和５年度一般会計補正予算
　　　　　　　　　　　  （第７号）

可　決
（全員賛成） △１９１０万円 ３７億６５４３万円

令和６年度一般会計補正予算
　　　　　　　　　　　  （第１号）

一部修正
可決 ８８３２万円 ２７億　３７３万円

令和６年度国民健康保険特別会計
　　　　　　　補正予算（第１号）

可　決
（全員賛成） ３０９万円 ４億　１８０万円

令和５年度・６年度　補正予算一覧

令和６年度国民健康保険特別会計補正予算（第１号）
主な事業概要

令和６年度一般会計補正予算（第１号）
主な事業概要

定額減税補足給付金（調整給付）経費　4160 万 5 千円
（国庫補助事業：物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金）

概　要　定額減税において、減税しきれないと見込まれる方に対して、控除不足分を
　　　　調整給付として支給する経費

コンビニ交付システム導入経費　895 万７千円（町単独事業）
概　要　令和７年４月からコンビニ交付サービスの運用を開始するためのシステム導入経費

児童手当制度改正に伴うシステム改修費　718 万 3 千円
（国庫補助事業：児童手当負担金）

概　要　児童手当の支給対象年齢の引き上げ、手当月額の拡充、支払い期日の増加に伴う
　　　　システム改修経費

保育施設向け業務支援システム導入経費　245 万 4 千円
（国庫補助事業：デジタル田園都市国家構想交付金）

概　要　ICT を活用した保育施設向けの業務支援システム導入経費

サイレン吹鳴装置設置経費　201 万 6 千円（町単独事業）
概　要　災害（火災）発生時のサイレン吹鳴装置を役場庁舎に設置するための経費

国民健康保険システム改修費　308 万 9 千円
（県補助金：保険給付費等交付金）

概　要　現行の被保険者証は令和６年 12 月２日に廃止され、マイナンバーカードと
　　　　健康保険証の一体化に伴うシステム改修経費
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コ
ン
ビ
ニ
交
付
シ
ス
テ
ム
導
入

中
村
副
委
員
長　
来
年
４
月
か
ら
コ
ン

ビ
ニ
交
付
を
開
始
す
る
た
め
、
シ
ス
テ

ム
導
入
経
費
を
計
上
し
て
い
ま
す
が
、

コ
ン
ビ
ニ
交
付
が
で
き
る
の
は
町
内
の

コ
ン
ビ
ニ
だ
け
で
す
か
、
他
市
町
村
の

コ
ン
ビ
ニ
で
も
証
明
書
が
取
れ
ま
す
か
。

佐
藤
総
務
課
長　
日
本
全
国
ど
こ
の
コ

ン
ビ
ニ
で
も
証
明
書
は
取
得
で
き
ま
す
。

藤
江
委
員　
コ
ン
ビ
ニ
交
付
で
証
明
書

を
取
得
す
る
場
合
、
手
続
き
に
必
要
な

も
の
は
あ
り
ま
す
か
。
ま
た
今
回
の
補

正
で
８
９
５
万
７
千
円
計
上
し
て
ま
す

が
、こ
の
予
算
で
環
境
整
備
が
整
え
ば
、

そ
の
他
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
費
用
な
ど
は
か

か
ら
な
い
の
で
す
か
。

佐
藤
総
務
課
長　
基
本
的
に
は
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
て
証
明
書
を

取
得
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
今
回
の
補

正
予
算
は
初
期
導
入
費
用
で
す
の
で
、

来
年
度
コ
ン
ビ
ニ
交
付
が
開
始
さ
れ
ま

す
と
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
や
負
担
金

な
ど
の
経
費
が
か
か
っ
て
き
ま
す
。

藤
江
委
員　
全
国
ど
こ
で
も
取
得
で
き

る
と
い
う
こ
と
で
、
非
常
に
利
便
性

が
高
く
な
っ
て
く
る
と
い
う
こ
と
と
、

サ
ー
ビ
ス
の
イ
ン
フ
ラ
が
整
備
で
き
て

く
る
な
と
思
い
ま
し
た
。
こ
の
環
境
を

整
備
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
費
用
対
効
果

て
ま
す
が
、
河
川
ゴ
ミ
で
す
の
で
季
節

に
よ
り
ゴ
ミ
の
内
容
も
変
わ
っ
て
き
ま

す
。
回
収
の
頻
度
は
タ
イ
ミ
ン
グ
を
見

て
行
っ
て
い
き
ま
す
。

小
林
委
員　
農
耕
作
業
が
始
ま
る
と
、

川
に
相
当
草
と
か
雑
木
が
流
れ
て
き
ま

す
。
近
隣
住
民
か
ら
通
報
が
も
し
あ
っ

た
場
合
、
役
場
に
通
報
す
れ
ば
役
場
か

ら
そ
の
業
者
に
連
絡
を
取
っ
て
対
応
を

し
て
も
ら
え
ま
す
か
。

小
山
税
務
住
民
課
長　
緊
急
対
応
の
場

合
も
、
基
本
的
に
は
委
託
業
者
に
連
絡

を
し
て
回
収
し
て
い
た
だ
く
予
定
で
い

ま
す
。

　
保
育
業
務
支
援
シ
ス
テ
ム
導
入

藤
江
委
員　
保
育
業
務
支
援
シ
ス
テ
ム

の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
導
入
に
つ
い
て
、

内
容
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、

Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
利
用
と
あ
り
ま
す
が
、
フ

リ
ー
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
に
な
る
の
で
す
か
。

権
守
子
育
て
支
援
課
長　
保
育
士
同
士

で
園
児
の
情
報
共
有
と
連
携
を
図
る
た

め
に
使
用
し
た
り
、
保
護
者
と
の
連
絡

ツ
ー
ル
と
し
て
活
用
し
ま
す
。

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
接
続
す
る
た
め
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
環
境

を
整
え
ま
す
。
フ
リ
ー
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
に

な
り
ま
す
。

  

サ
イ
レ
ン
吹
鳴
装
置

渡
辺
委
員
長　
新
庁
舎
サ
イ
レ
ン
設
置

工
事
で
、
２
０
１
万
６
千
円
計
上
さ
れ

て
ま
す
が
、
旧
庁
舎
の
サ
イ
レ
ン
を
移

設
す
る
の
で
す
か
。

佐
藤
総
務
課
長　
移
設
を
考
え
ま
し
た

が
、
旧
庁
舎
の
サ
イ
レ
ン
は
相
当
古
い

も
の
で
故
障
す
る
と
修
理
が
で
き
な
い

こ
と
か
ら
、
新
た
に
購
入
し
て
新
庁
舎

の
屋
上
に
設
置
し
ま
す
。

渡
辺
委
員
長　
旧
庁
舎
で
は
屋
上
に
職

員
が
上
っ
て
煙
を
確
認
し
、
サ
イ
レ
ン

を
吹
鳴
し
て
ま
し
た
が
、
新
庁
舎
で
は

全
方
向
の
屋
上
カ
メ
ラ
で
煙
を
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
設
備
が
整
っ

て
い
る
の
で
す
か
。

佐
藤
総
務
課
長　
そ
の
よ
う
な
設
備
が

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
職
員
が
屋
上
ま
で

駆
け
上
が
っ
て
目
視
で
確
認
し
ま
す
。　

が
出
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

　

コ
ン
ビ
ニ
交
付
を
導
入
す
る
ほ
う
が

費
用
は
も
ち
ろ
ん
か
か
る
と
思
い
ま
す

が
、
行
政
と
し
て
費
用
対
効
果
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

佐
藤
総
務
課
長　
コ
ン
ビ
ニ
交
付
に
つ

い
て
は
、
議
員
さ
ん
や
町
民
の
方
か
ら

も
利
便
性
を
高
め
て
ほ
し
い
と
要
望
が

あ
り
ま
し
た
が
、
一
番
の
課
題
は
費
用

対
効
果
の
問
題
で
し
た
。

　

当
町
で
は
役
場
窓
口
で
発
行
す
る
諸

証
明
は
少
な
い
も
の
で
す
か
ら
、
費
用

対
効
果
で
考
え
ま
す
と
低
い
で
す
。
た

だ
、
町
民
か
ら
の
要
望
や
全
国
ど
こ
で

も
取
得
で
き
る
と
い
う
利
便
性
が
高
い

こ
と
か
ら
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
一
環
と
し

て
導
入
を
考
え
ま
し
た
。

  

除
塵
機
の
ゴ
ミ
回
収
事
業

小
林
委
員　

除
塵
機
の
ゴ
ミ
回
収
に

２
５
１
万
５
千
円
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
ま
で
職
員
が
回
収
し
て
い
ま
し
た

が
、
外
部
委
託
を
す
る
の
で
す
か
。

小
山
税
務
住
民
課
長　
除
塵
機
の
ゴ
ミ

回
収
に
つ
い
て
は
業
者
に
委
託
し
ま
す
。

小
林
委
員　
契
約
期
間
と
回
収
頻
度
等

に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

小
山
税
務
住
民
課
長　
契
約
期
間
は
７

月
か
ら
来
年
の
３
月
ま
で
で
す
。
除
塵

機
の
ゴ
ミ
の
確
認
は
ほ
ぼ
毎
日
予
定
し

町内に設置された除塵機
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（
小
林
委
員
提
案
理
由
）

　

役
場
新
庁
舎
の
建
設
関
係
費
用
は
こ

れ
か
ら
支
払
い
等
が
始
ま
り
ま
す
。
今

後
は
資
金
繰
り
が
課
題
に
な
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
向
こ
う
４
年
間
ぐ
ら
い
の

計
画
を
数
値
で
明
示
し
て
い
た
だ
き
た

く
、
事
務
調
査
を
お
願
い
し
た
次
第
で

あ
り
ま
す
。

（
佐
藤
総
務
課
長
説
明
）

　

新
庁
舎
の
総
事
業
費
は
18
億
９
６
４

７
万
円
。（
９
Ｐ
西
桂
町
役
場
新
庁
舎

建
設
費
等
一
覧
参
照
）

　

西
桂
町
役
場
新
庁
舎
起
債
償
還
並
び

に
交
付
税
算
入
想
定
計
算
書
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　

令
和
６
年
度
は
７
月
に
は
借
り
入
れ

を
行
い
ま
す
。
借
入
利
率
の
見
込
み

は
0.9
％
、
30
年
償
還
で
５
年
据
え
置

き
、
10
年
後
に
利
率
見
直
し
を
想
定

し
た
借
り
換
え
債
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
10
年
後
の
借
り
換
え
時
の
利
率
は

見
込
め
ま
せ
ん
の
で
現
時
点
で
の
0.9
％

と
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
条
件
を

も
と
に
元
利
償
還
金
返
済
金
額
の
総

額
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
ま
す
と
、

13
億
５
８
６
３
万
円
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
元
利
償
還
金
総
額
の
75
％
の
う

ち
の
30
％
分
が
普
通
交
付
税
の
基
準
財

政
需
要
額
に
算
入
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
の
で
普
通
交
付
税
で
総
額
約

３
億
５
６
９
万
円
が
措
置
さ
れ
る
見
込

み
で
、
返
済
が
終
了
す
る
年
度
ま
で
続

く
見
通
し
で
す
。

　

向
こ
う
３
年
間
の
資
金
調
達
・
運
用

計
画
に
つ
い
て
で
す
。
令
和
６
年
度
か

ら
令
和
９
年
度
ま
で
は
当
町
の
通
常
規

模
の
年
間
予
算
額
は
26
億
円
程
度
と
見

込
ん
で
い
ま
す
。

　

令
和
３
年
度
に
借
り
入
れ
た

３
７
０
０
万
円
の
償
還
が
令
和
９
年
度

か
ら
は
じ
ま
り
ま
す
。
自
主
財
源
の
少

な
い
当
町
の
財
政
に
お
い
て
、
税
収
や

交
付
税
に
代
わ
る
財
源
特
に
自
主
財
源

を
増
や
す
こ
と
は
一
朝
一
夕
で
は
困
難

で
あ
る
こ
と
は
否
め
ず
、
国
や
県
の
補

助
金
、
ふ
る
さ
と
納
税
等
の
そ
の
他
の

財
源
を
う
ま
く
活
用
し
な
が
ら
、
施
策

の
選
択
と
重
点
化
、
第
６
次
総
合
計
画

に
示
す
中
長
期
計
画
に
沿
っ
た
計
画
的

な
町
政
の
運
営
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

（
小
林
委
員
意
見
等
）

　

８
年
度
ま
で
は
償
還
が
始
ま
っ
て
い

な
い
の
で
、
そ
れ
ま
で
の
間
に
償
還
を

見
越
し
た
資
金
の
蓄
積
を
し
て
い
か
な

い
と
、
将
来
町
民
生
活
が
大
変
な
こ
と

に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
不
安
を

感
じ
ま
し
た
。

事
務
調
査  

６
月
13
日
実
施

役場新庁舎起債償還並びに交付税算入想定計算書

借入年度 借入額
（千円）

借入利率
（見込含）

借り換え
利率想定

元利償還額
（シュミレーション）

交付税対象額
起債対象額 75％

交付税措置額
元利償還金 30％

令和３年度 37,000 0.3 0.9 40,892,846 30,669,635 9,200,890 
令和４年度 442,800 0.5 0.9 495,878,187 371,908,640 111,572,592 
令和５年度 200,000 0.9 0.9 232,790,838 174,593,129 52,377,939 
令和６年度 506,100 0.9 0.9 589,077,176 441,807,882 132,542,365 

合　計 1,185,900 1,358,639,047 1,018,979,286 305,693,786 
※ 償還条件：30 年償還 5 年据え置き　　※ 借入条件：10 年借換え  

財
政
の
中
期
的
な

資
金
調
達
と
資
金

運
用
計
画
に
つ
い
て
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（
藤
江
委
員
提
案
理
由
）

　

西
桂
町
役
場
新
庁
舎
は
、
５
月
７
日

よ
り
開
庁
さ
れ
、
11
日
に
は
竣
工
式
が

盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
多
く
の
町
民

の
皆
さ
ん
は
完
成
の
話
と
当
時
に
、
建

設
経
費
に
つ
い
て
関
心
を
寄
せ
て
お
り

ま
す
。
役
場
新
庁
舎
建
設
に
係
る
総
事

業
費
及
び
各
事
業
費
に
つ
い
て
説
明
を

お
願
い
し
ま
す
。

（
佐
藤
総
務
課
長
説
明
）

　

役
場
新
庁
舎
建
設
事
業
に
お
い
て

は
、
令
和
２
年
度
（
繰
越
明
許
）
予
算

の
基
本
設
計
・
実
施
設
計
か
ら
は
じ
ま

り
ま
し
た
。
本
日
の
令
和
６
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）
に
お
い
て

も
新
庁
舎
へ
の
サ
イ
レ
ン
設
備
の
予
算

な
ど
が
ご
ざ
い
ま
し
た
の
で
、
そ
れ
ら

の
予
算
も
組
み
込
ん
で
お
り
ま
す
。
ま

た
、
継
続
費
や
繰
越
明
許
の
繰
越
し
も

ご
ざ
い
ま
す
。

　

令
和
６
年
度
に
つ
い
て
は
補
正
予
算

に
追
加
し
た
も
の
や
現
在
対
応
中
の
事

業
も
若
干
あ
り
ま
す
の
で
一
部
予
算

ベ
ー
ス
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

業
務
委
託
の
区
分
に
つ
い
て
で
す

が
、
１
千
万
円
以
上
の
金
額
の
大
き
い

も
の
と
し
ま
し
て
、
基
本
設
計
・
実
施

設
計
費
、
執
務
室
の
環
境
整
備
の
た
め

の
調
査
業
務
委
託
や
工
事
の
監
理
業

務
、
町
産
木
材
の
供
給
業
務
委
託
な
ど

で
合
計
１
億
４
４
９
３
万
５
４
５
８
円

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

町
単
独
の
工
事
請
負
費
の
主
な
も
の

と
し
ま
し
て
は
、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

の
解
体
や
敷
地
の
造
成
工
事
、
電
話

及
び
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
回
線
機
器
等
移

設
費
、
上
水
道
機
器
移
設
・
撤
去
経

費
、
県
防
災
無
線
移
設
な
ど
で
総
額

１
億
２
４
２
８
万
７
１
５
３
円
と
な
り

ま
し
た
。

　

新
庁
舎
本
体
に
か
か
る
工
事
請
負

費
に
つ
い
て
は
、
主
体
・
昇
降
機
等

工
事
費
、
機
械
設
備
工
事
、
電
気

設
備
工
事
と
な
っ
て
お
り
、
14
億 

９
８
１
６
万
７
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

備
品
購
入
等
に
つ
い
て
は
、
議
決
い

た
だ
き
ま
し
た
移
動
式
の
書
架
、
及
び

事
務
用
一
般
事
務
用
備
品
、
並
び
に

議
場
備
品
等
で
合
計
１
億
１
７
３
万 

５
１
５
０
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

借
り
上
げ
料
に
つ
い
て
は
、
主
に
工

事
期
間
中
の
臨
時
駐
車
場
と
引
越
し
時

の
ご
み
等
の
搬
出
に
か
か
る
コ
ン
テ
ナ

の
借
り
上
げ
と
な
っ
て
お
り
、
合
計
で

82
万
７
４
０
０
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

補
償
金
に
つ
い
て
は
、
テ
レ
ビ
組

合
へ
の
補
償
金
と
し
て
支
障
移
転
工
事

費
分
と
ヘ
ッ
ド
エ
ン
ド
移
設
に
伴
う
補

償
金
と
な
っ
て
お
り
、
合
計
で
２
４ 

５
１
万
３
２
９
６
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

竣
工
式
・
イ
ベ
ン
ト
関
連
経
費
に
つ

い
て
は
、
記
念
品
制
作
委
託
や
式
典

謝
礼
、
借
上
料
な
ど
合
計
で
１
４
３
万 

９
５
２
７
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

新
庁
舎
の
清
掃
用
具
や
事
務
消

耗
品
な
ど
で
56
万
７
３
１
０
円
と

な
り
、
こ
れ
ま
で
の
役
場
新
庁
舎

建
設
に
か
か
る
費
用
の
総
額
は

18
億
９
６
４
７
万
２
２
９
４
円
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　

令
和
５
年
度
か
ら
繰
り
越
し
ま
し
た

事
業
や
令
和
６
年
度
分
事
業
は
予
算

ベ
ー
ス
の
金
額
で
す
の
で
、
最
終
確
定

額
で
は
な
い
こ
と
は
ご
承
知
願
い
ま

す
。

区　　　分 金　　額

基本設計・実施設計業務委託 1 億 4493 万円

　　基本設計・実施設計業務委託 6600 万円

　　執務室の調査業務委託等 7893 万円

町単独工事請負費（インフラ移設工事等） 1 億 2429 万円

新庁舎本体工事計 14 億 9817 万円

　　主体・昇降機・外構工事 10 億 6006 万円

　　電気設備工事 2 億 5993 万円

　　機械設備工 1 億 7818 万円

新庁舎備品等購入費 1 億   173 万円

来庁者駐車場・コンテナ借り上げ等 83 万円

新庁舎移転に伴う補償金 2451 万円

竣工式関連費用 144 万円

その他消耗品 57 万円

合　　　　計 18 億 9647 万円

役場新庁舎建設費一覧

総
務
委
員
会
事
務
調
査

役
場
新
庁
舎
建
設
に

か
か
る
総
事
業
費
に

つ
い
て
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条　　例　　名 審議結果 主　な　内　容

西桂町税条例等の一部改正（専決処分） 可決
（全員賛成）

地方税法等の改正に伴い、個人住民税の定
額減税の実施、土地に係る固定資産税の負
担調整措置の継続、わがまち特例（地域決
定型地方税制特例措置）の改正、認定長期
優良住宅に係る固定資産税の減額規定の提
供を受けようとするものがすべき申告の新
設に伴う改正。

西桂町国民健康保険税条例の一部改正
　　　　　　　　　　　　 （専決処分）

可決
（全員賛成）

地方税法施行令の改正に伴い、課税限度額
等が引き上げられたことに伴う改正。

西桂町役場庁舎町民等開放施設の設置及
び管理に関する条例の制定について

可決
（全員賛成）

役場庁舎の公共スペースを町民等に貸し出
すため、手続の方法や使用料等を定めるた
め条例を制定。

西桂町議会議員の議員報酬及び費用弁償
等に関する条例の一部改正について

可決
（全員賛成）

社会情勢の変化に応じた旅費制度の運用
を図るため、町議会議員の宿泊料を県外
13,100 円、県内 11,800 円に改定。

西桂町長及び教育長の給与及び旅費条例
の一部改正について

可決
（全員賛成）

社会情勢の変化に応じた旅費制度の運用を
図るため、町長の宿泊料を県外 14,800 円、
県内 13,300 円に改定。教育長の宿泊料を
県外 13,100 円に、県内 11,800 円に改定。

西桂町職員旅費支給条例の一部改正につ
いて

可決
（全員賛成）

社会情勢の変化に応じた旅費制度の運用を
図るため、町職員の宿泊料を県外 10,900
円、県内 9,800 円に改定。

西桂町まちづくり交流センターきずな未
来館の設置及び管理に関する条例の一部
改正について

可決
（全員賛成）

きずな未来館の開館時間を土曜日は午前９
時から午後５時までに改め、日曜日は祝日
と同様に休館とする。（平日の開館時間は
今までどおり午前９時から午後 10 時まで）

山梨県後期高齢者医療広域連合規約の変
更について

可決
（全員賛成）

現行の被保険者証は令和６年 12 月２日に
廃止され、マイナンバーカードに一体化さ
れることに伴う規約の変更。

６月定例会・条例制定・改正

旧役場庁舎議場写真
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議 会 活 動 報 告
3 月 11 日（木） 西桂町中学校卒業証書授与式（西桂中学校）
 14 日（木） 議会広報編集委員会企画会議（役場）
 18 日（月） 西桂町産業振興対策審議会（役場）
 19 日（火） 西桂町小学校卒業証書授与式（西桂小学校）
 19 日（火） 西桂町障害福祉計画策定委員会（いきいき健康福祉センター）
 19 日（火） 社会福祉協議会定時評議員会（いきいき健康福祉センター）
 21 日（木） ３月定例監査（役場）
 23 日（土） 西桂保育所卒園式（西桂保育所）
 24 日（日） 第 11 回ボランティアまつり（きずな未来館）
 27 日（水） 西桂町地域包括支援センター運営協議会（いきいき健康福祉センター）
 29 日（金） 西桂町廃棄物減量等推進審議会（きずな未来館）
4 月   1 日（月） 消防団幹部辞令交付式（役場）
   1 日（月） 職員辞令交付式（役場）
   4 日（木） 西桂保育所入園式（西桂保育所）
   5 日（金） 中学校入学式（西桂中学校）
   5 日（金） 小学校入学式（西桂小学校）
   9 日（火） 南北都留郡町村議会正副議長連絡協議会定期総会（富士河口湖町役場）
 16 日（火） 第１回町村議会広報編集委員長会議（自治会館）
 23 日（火） ４月定例監査（役場）
 30 日（火） 西桂町役場新庁舎現場視察（役場）
5 月  1 日（月） 富士急行線三つ峠駅リニューアル工事竣工式（三つ峠駅）
 10 日（金） 第１回町村議会議長会議（自治会館）
 1 1 日（土） 西桂町役場新庁舎竣工式（役場）
 13 日（月） 西桂町廃棄物減量等推進審議会 先進地視察研修
　　　　　　　　（館クリーンセンター（八王子市））
 14 日（火） 町村議会運営委員長会議（自治会館）
 17 日（金） 富士北麓広域市町村圏正副議長会議総会及び意見交換会（役場）
 20 日（月） 西桂町防災連携会議（きずな未来館）
 21 日（火）～ 22 日（水）  令和６年度町村議会議長・副議長研修会
　　　　　　　　（東京国際フォーラム他）
 22 日（水） ５月定例監査（役場）
 24 日（金） 西桂町商工会第 64 回通常総会（産業会館）
 26 日（日） 三ツ峠歩け歩け運動（きずな未来館）
 29 日（水） 町村議会議員研修会・町村自治功労者表彰式（自治会館）
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武藤英一  武藤英一  議員議員

一 般 質 問

　

グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
指
定
管

理
者
の
運
営
状
況
に
つ
き
ま
し

て
は
、
毎
年
６
月
定
例
会
の
事

務
調
査
に
お
き
ま
し
て
説
明
を

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
事
務
調
査
時
の
提
出
資
料

の
報
告
書
に
は
、
年
間
を
通
じ

て
行
っ
て
き
ま
し
た
運
営
会
議

の
協
議
内
容
等
を
記
載
し
て
お

り
ま
す
の
で
ご
確
認
願
い
ま
す
。

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

感
染
症
拡
大
を
起
因
と
す
る
令

和
２
年
度
分
、
令
和
３
年
度
分

の
赤
字
に
対
す
る
補
填
に
つ
き

ま
し
て
は
、
年
度
明
け
の
６
月

定
例
会
に
お
い
て
説
明
を
さ
せ

新
た
な
指
定
管
理
者
と
と
も
に
随
時

ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
く

町長町長
答弁答弁

　

三
ツ
峠
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
り
指
定
管
理
者

の
「
静
岡
ビ
ル
保
全
」
に
対
し
、

令
和
２
年
度
分
１
５
７
０
万
円
、

３
年
度
分
１
５
９
５
万
円
、
４

年
度
分
１
３
５
５
万
円
と
補
填

を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

多
額
の
支
払
い
に
つ
い
て
町
長

は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す

か
。
ま
た
指
定
管
理
者
に
対
し

て
、
今
ま
で
ど
の
よ
う
な
対
応

を
し
て
き
た
の
か
、
年
度
別
の

業
務
内
容
と
検
証
結
果
の
公

表
、
そ
の
後
の
年
度
別
の
対
策

三
ツ
峠
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の

運
営
に
つ
い
て

問

に
つ
い
て
の
対
策
結
果
の
公
表

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
４
月
よ
り
指
定

管
理
者
が
「
労
働
者
協
同
組
合

ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
・
セ
ン

タ
ー
事
業
団
」
に
変
わ
り
ま
し

た
が
、
指
定
管
理
者
に
対
し
、

ど
の
よ
う
な
要
望
を
し
た
の

か
。
ま
た
指
定
管
理
者
に
対
し

て
、
今
年
１
年
間
の
事
業
計
画

と
長
期
（
契
約
期
限
）
に
渡
る

事
業
計
画
も
求
め
て
い
る
と
思

い
ま
す
の
で
、
こ
の
要
望
書
と

事
業
計
画
に
つ
い
て
説
明
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

て
い
た
だ
い
て
お
り
、
令
和
２

年
度
分
、
令
和
３
年
度
分
は
９

月
定
例
会
で
補
正
予
算
を
計
上

し
支
払
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
が
、
令
和
４
年
度
分
は

行
動
制
限
の
な
い
年
度
で
あ
り

ま
し
た
の
で
、「
静
岡
ビ
ル
保

善
」
と
協
議
の
上
補
填
を
し
な

い
こ
と
と
決
定
し
、
９
月
補
正

の
計
上
を
見
送
り
、
そ
の
こ
と

に
つ
い
て
議
会
へ
報
告
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
は
、
町

民
の
た
め
に
安
価
な
利
用
料
金

で
入
浴
施
設
を
提
供
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
他
市
町
村
で
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
関
係
な
く
補
填
を
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
上
で
近
隣
市
町
村
に
お
い

て
も
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り

指
定
管
理
者
に
対
し
て
補
填
を

行
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
類
似

施
設
で
あ
り
ま
す
上
野
原
市
に

あ
る
秋
山
温
泉
に
お
い
て
は
、

令
和
２
年
度
に
１
８
０
０
万
円

の
補
填
を
行
っ
て
い
ま
す
。
従

い
ま
し
て
、
未
曾
有
の
事
態
発

生
に
伴
う
不
可
抗
力
に
よ
る
赤

字
に
対
し
て
補
填
を
行
っ
た
こ

と
は
、
妥
当
な
支
出
で
あ
っ
た

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
度
よ
り
変
更
と
な
っ
た

指
定
管
理
者
に
対
す
る
要
望
と

し
ま
し
て
は
、
行
政
報
告
の
中

で
も
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
が
、
議
員
の
皆
様
か

ら
も
要
望
が
あ
り
ま
し
た
食
事

に
関
し
ま
し
て
は
、
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
オ
ー
プ
ン
前
か
ら
打
ち
合

わ
せ
を
重
ね
る
中
でN

ESIC

陸
上
養
殖
か
ら
サ
ー
モ
ン
の
提

供
を
受
け
る
こ
と
が
決
定
し
、

こ
れ
を
軸
に
メ
ニ
ュ
ー
の
大
幅

な
刷
新
が
図
ら
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
町
で
は
三
つ
峠
の
里
山
開

発
の
中
心
施
設
と
し
て
事
業
へ

の
協
力
と
開
発
事
業
を
利
用
し

た
営
業
努
力
に
よ
る
経
営
の
黒

字
化
を
要
請
し
て
お
り
ま
す
。

　

次
に
、
今
後
５
年
間
の
計
画

に
つ
い
て
は
、
昨
年
９
月
定
例

会
で
提
示
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
本
年
度
の
事
業
計

画
書
も
提
出
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
が
、
毎
月
定
例
打
ち
合
わ

せ
会
を
行
う
中
で
随
時
ブ
ラ
ッ

シ
ュ
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
く
所

存
で
す
。
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旧
庁
舎
の
解
体
は
、
町
の
財

源
が
厳
し
い
状
況
に
あ
る
の

で
、
先
送
り
す
る
と
の
こ
と
で

す
が
、
ど
の
よ
う
な
方
法
で
財

源
を
確
保
し
て
、
い
つ
頃
ま
で

に
解
体
す
る
の
で
す
か
。

渡辺正芳  渡辺正芳  議員議員

役
場
旧
庁
舎
の
解
体
時
期
は

一 般 質 問

問

　

次
に
、
旧
庁
舎
の
変
圧
器
に

使
用
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
高

い
高
濃
度
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ

ル
の
処
理
に
つ
い
て
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

　

新
庁
舎
建
設
に
伴
う
説
明
会

を
各
地
区
で
開
催
し
ま
し
た
。

主
な
内
容
と
し
て
、
旧
庁
舎
は

最
新
の
耐
震
基
準
を
満
た
し
て

い
な
い
こ
と
、
高
齢
者
社
会
を

迎
え
る
に
あ
た
り
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
が
必
要
な
こ
と
、
国
に

よ
る
時
限
措
置
と
し
て
令
和
３

年
度
末
ま
で
に
計
画
申
請
書
を

提
出
し
た
改
築
に
対
し
補
助
金

が
交
付
さ
れ
る
こ
と
を
説
明
い

た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
時
点
で
は
、
役
場
駐
車

場
が
な
く
な
る
た
め
、
旧
庁
舎

の
解
体
も
同
時
期
に
行
い
、
駐

車
場
と
し
て
整
備
を
行
い
た
い

と
説
明
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

役
場
近
隣
の
地
権
者
の
ご
協
力

を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
、
約

20
台
の
駐
車
場
と
し
て
整
備
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
で
、

旧
庁
舎
解
体
の
課
題
は
解
決
し

た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
度
実
施
し
ま
し

た
小
学
校
体
育
館
・
グ
ラ
ウ
ン

ド
夜
間
照
明
の
L
E
D
化
事

業
に
伴
い
、
照
明
の
安
定
器
に

高
濃
度
P
C
B
が
含
ま
れ
て

い
る
こ
と
が
発
覚
し
ま
し
た
。

最
長
で
令
和
７
年
度
末
ま
で
に

高
濃
度
P
C
B
廃
棄
物
の
処

理
を
完
了
す
る
こ
と
が
再
度

義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
現

時
点
で
確
認
さ
れ
た
高
濃
度

P
C
B
確
認
量
の
処
理
費
用

と
し
て
は
約
７
千
万
円
が
想
定

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
後
の
調

査
に
よ
っ
て
さ
ら
に
増
額
と
な

町
の
財
政
状
況
に
よ
り
解
体
は

少
し
先
送
り

町長町長
答弁答弁

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

現
在
の
町
の
財
政
状
況
を
熟

慮
し
、
旧
庁
舎
の
解
体
は
少
し

先
送
り
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

解
体
費
用
は
国
・
県
か
ら
の
補

助
金
対
象
事
業
に
な
っ
て
い
ま

せ
ん
の
で
町
単
独
事
業
と
し
て

実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

解
体
時
期
に
つ
い
て
は
、
現
時

点
で
明
確
に
お
示
し
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
が
、
ふ
る
さ
と

納
税
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

等
を
活
用
し
な
が
ら
財
源
の
確

保
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

旧
庁
舎
の
解
体
、
変
圧
器

の
P
C
B
処
理
事
業
と
大
き

な
問
題
が
あ
る
こ
と
は
理
解
い

た
し
ま
し
た
。
こ
の
２
つ
の
事

業
遂
行
に
あ
た
っ
て
は
基
金
の

積
み
立
て
が
必
要
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

現
在
人
口
は
４
０
０
０
人

を
割
り
、
遠
く
な
い
将
来

３
０
０
０
人
を
下
回
る
と
予
測

財
源
確
保
の
た
め
基
金
の
積

み
立
て
が
必
要
で
は

問

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
人
口
に

見
合
っ
た
ま
ち
づ
く
り
を
長
期

的
視
野
に
立
ち
、計
画
の
立
案
、

基
金
の
積
み
立
て
と
、
幅
広
い

方
々
と
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
と

る
中
で
、
住
ん
で
い
て
良
か
っ

た
、
も
っ
と
住
み
続
け
た
い
と

思
わ
れ
る
町
に
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

高
濃
度
P
C
B
処
理
問
題

は
、
緊
急
的
な
対
応
が
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
、
一
般
財
源
及

び
基
金
の
活
用
を
検
討
し
事
業

を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

旧
庁
舎
解
体
に
つ
い
て
は
、

長
期
的
視
点
に
立
っ
て
旧
庁
舎

解
体
基
金
等
の
新
設
を
踏
ま
え

た
対
応
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま

す
。

長
期
的
視
点
に
立
ち
旧
庁
舎

解
体
基
金
等
の
新
設
を
検
討

町長町長
答弁答弁
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ま
ず
、
私
が
町
民
の
皆
様
に
お

約
束
し
た
公
約
の
進
捗
状
況
に

つ
い
て
で
す
。

　

公
約
は
体
系
別
に
４
本
柱
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

第
一
の
公
約
「
い
き
い
き
西

支
援
者
の
皆
様
か
ら
ご
意
見
を
い

た
だ
く
中
で
、
前
向
き
に
検
討

町長町長
答弁答弁

　

山
崎
町
長
、
１
期
目
の
町
政

運
営
に
あ
た
り
、
公
約
を
覚
え

て
お
ら
れ
ま
す
か
。

【
未
来
の
子
ど
も
た
ち
へ
誇
れ

る
町
を
】
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

コ
ロ
ナ
感
染
症
の
対
応
に
追
わ

れ
る
な
か
、「
い
き
い
き
西
桂

の
推
進
の
た
め
の
」・
健
康
年

齢
の
向
上
に
よ
る
生
涯
現
役
の

活
力
・
子
育
て
世
代
へ
の
支
援

な
ど
、
ま
た
、「
商
工
業
・
観

光
振
興
の
た
め
の
」・
三
つ
峠

駅
前
の
有
効
利
用
・
三
ツ
峠
グ

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と
し

た
山
麓
エ
リ
ア
の
活
性
化
・
地

域
資
源
の
再
認
識
及
び
観
光
拠

点
化
な
ど
、
精
力
的
に
活
躍
さ

れ
て
き
ま
し
た
。

　

中
で
も
町
民
の
選
択
に
て
支

持
さ
れ
た
、
災
害
対
策
本
部
を

町
長
の
再
選
出
馬
に
つ
い
て

問

兼
ね
た
新
庁
舎
建
設
に
は
、
い

く
つ
か
の
批
判
が
あ
る
な
か
、

各
所
か
ら
高
評
価
の
得
ら
れ
る

実
績
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
改

め
て
敬
意
を
表
す
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

　

さ
て
、
本
年
の
11
月
に
任
期

満
了
が
迫
っ
て
い
る
な
か
、
山

崎
町
長
は
い
ま
だ
完
結
し
て
い

な
い
課
題
が
多
々
あ
る
よ
う
に

見
受
け
ら
れ
ま
す
。
ま
す
ま
す

お
元
気
で
町
民
の
た
め
に
ご
尽

力
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す

が
、
２
期
目
再
選
に
向
け
挑
戦

し
た
い
と
い
う
意
向
が
あ
る
の

か
。
ま
た
ご
自
身
の
中
で
検
討

中
な
ら
ば
、
い
つ
頃
ま
で
に
結

論
を
出
し
た
い
と
思
わ
れ
て
い

る
の
か
、
お
考
え
を
お
聞
か
せ

下
さ
い
。

桂
の
推
進
」
に
お
い
て
は
、
お

散
歩
マ
ッ
プ
の
作
成
、
医
療
ケ

ア
児
の
受
け
入
れ
態
勢
の
構

築
、
高
校
生
ま
で
の
医
療
費
窓

口
無
料
化
、
保
育
所
へ
の
未
満

児
入
所
希
望
者
全
員
の
受
け
入

れ
、
消
防
団
に
お
け
る
機
能
別

団
員
制
度
の
導
入
、
帯
状
疱
疹

ワ
ク
チ
ン
接
種
助
成
金
事
業
、

コ
ロ
ナ
感
染
症
に
よ
る
影
響
を

受
け
た
方
へ
の
き
め
細
や
か
な

支
援
等
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
６
月
議
会
で
は
、
健
康

年
齢
の
向
上
を
図
り
、
活
力
あ

る
高
齢
者
社
会
を
目
指
す
た
め

必
要
な
体
力
向
上
に
必
要
で
あ

る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ジ
ム
を
グ

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
設
置
す
る

予
算
を
計
上
し
ま
し
た
。
町
民

の
皆
様
に
は
日
頃
か
ら
健
康
維

持
に
努
め
て
い
た
だ
い
て
い
る

こ
と
か
ら
、
当
町
の
介
護
保
険

料
は
低
額
に
抑
え
る
こ
と
が
で

き
て
い
ま
す
こ
と
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
今
回
の
新
し
い
施

設
を
利
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と

で
多
世
代
に
わ
た
る
町
民
の
皆

様
の
健
康
増
進
に
つ
な
が
る
こ

と
が
期
待
で
き
る
と
と
も
に
、

中
で
も
高
齢
者
の
健
康
年
齢
の

向
上
に
寄
与
す
る
も
の
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

第
二
の
公
約
「
イ
ン
フ
ラ
の

整
備
」
に
お
い
て
は
、
役
場
新

庁
舎
の
改
築
、
撚
糸
の
滝
護
岸

工
事
、
富
士
見
橋
周
辺
護
岸
工

事
、白
山
神
社
前
信
号
機
設
置
、

小
学
校
体
育
館
・
グ
ラ
ウ
ン
ド

照
明
の
L
E
D
化
、
小
学
校

南
館
屋
上
へ
の
太
陽
光
発
電
施

設
の
設
置
が
終
了
し
て
お
り
ま

す
。
免
許
証
を
返
納
し
た
高
齢

者
へ
の
移
動
支
援
事
業
は
実
施

中
で
あ
り
、
利
用
者
か
ら
好
評

を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
現

在
進
捗
中
の
事
業
に
つ
い
て

は
、
県
道
富
士
吉
田
西
桂
線
、

柿
園
中
央
道
高
架
下
交
差
点
改

修
、
穴
口
農
業
用
水
路
改
修
等

の
事
業
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ

ら
は
令
和
８
年
度
中
に
完
成
す

る
予
定
で
す
。
今
年
度
以
降
、

グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
再
整
備

計
画
に
も
取
り
組
み
、
収
益
力

の
向
上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

第
三
の
公
約
「
商
工
業
・
観
光

振
興
の
推
進
」
に
お
い
て
は
、

三
つ
峠
駅
前
の
再
開
発
に
取
り

組
み
、
国
土
交
通
省
の
先
導
的

官
民
連
携
事
業
に
採
択
さ
れ
、
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令
和
４
年
度
「
三
つ
峠
駅
前
に

お
け
る
P
P
P
に
よ
る
持
続

可
能
な
小
さ
な
拠
点
事
業
」
と

し
て
形
成
調
査
事
業
を
行
い
ま

し
た
。
令
和
８
年
度
着
工
を
目

指
し
て
い
ま
し
た
が
、
議
会
よ

り
町
民
の
合
意
形
成
に
時
間
を

か
け
る
べ
き
と
の
ご
指
摘
を
受

け
、
一
時
中
断
し
ま
し
た
。
そ

の
後
、
庁
舎
建
築
が
始
ま
っ
た

こ
と
も
重
な
り
２
年
間
延
期
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
今

年
度
末
頃
に
は
計
画
着
手
再
開

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
駅
前
再
開
発

の
先
行
と
な
る
取
り
組
み
と
し

て
、
富
士
山
麓
電
気
鉄
道
、
三

つ
峠
駅
舎
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
富
士
急
行
株
式
会
社
様
の
ご

協
力
を
い
た
だ
く
中
で
実
施
い

た
し
ま
し
た
。
新
駅
舎
は
完
成

し
ま
し
た
が
、
こ
の
エ
リ
ア
の

下
水
道
事
業
は
完
了
し
て
お
り

ま
せ
ん
。
３
年
半
前
の
就
任
当

初
に
下
水
道
事
業
計
画
の
見
直

し
を
行
う
中
で
国
道
を
中
心
と

し
た
本
町
地
区
、
上
町
地
区
へ

の
下
水
道
事
業
を
優
先
的
に
位

置
づ
け
ま
し
た
。
し
か
し
、
下

水
道
事
業
は
概
ね
３
年
後
ま
で

順
次
、
計
画
策
定
に
進
め
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
の

計
画
も
国
・
県
の
協
力
を
い
た

だ
く
中
で
各
省
庁
に
わ
た
る
補

助
金
事
業
・
交
付
金
事
業
等
を

活
用
す
る
こ
と
が
必
要
条
件
で

す
の
で
短
期
的
な
実
施
は
難
し

く
、
中
長
期
的
な
取
り
組
み
と

な
り
ま
す
の
で
ご
理
解
を
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

商
工
業
に
つ
い
て
は
、
商
工

会
と
の
連
携
を
強
化
し
、
商
業

者
誘
致
、
起
業
家
推
進
の
た
め

の
創
業
時
補
助
金
事
業
を
策
定

し
、
企
業
支
援
を
強
化
し
て
お

り
ま
す
。

　

現
在
２
名
の
地
域
お
こ
し
協

力
隊
が
活
躍
中
で
あ
り
、
ふ
る

さ
と
納
税
の
強
化
、
町
の
情
報

発
信
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

本
格
的
にN

ESIC

陸
上
養
殖

の
サ
ー
モ
ン
の
出
荷
が
始
ま
り

ま
す
の
で
、
新
し
い
地
場
産
品

と
し
て
商
品
開
発
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　
「
住
環
境
の
整
備
・
人
口
減

少
対
策
」
に
つ
い
て
は
、
町
営

住
宅
の
水
回
り
を
中
心
と
し
た

改
修
を
継
続
的
に
行
っ
て
お

り
、
毎
年
10
室
か
ら
16
室
を
行

計
画
を
立
て
て
国
の
補
助
事
業

で
行
っ
て
い
る
た
め
、
駅
前
エ

リ
ア
の
下
水
道
事
業
は
今
年
度

か
ら
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
計
画
に
合
わ
せ

新
駅
舎
は
下
水
道
管
が
設
置
さ

れ
る
と
同
時
に
接
続
す
る
よ
う

に
建
設
し
て
お
り
ま
す
。
い
ず

れ
に
い
た
し
ま
し
て
も
広
報
等

に
よ
り
町
民
各
種
団
体
に
対
し

管
理
者
の
公
募
を
行
っ
た
上

で
、
住
民
サ
ロ
ン
と
し
て
の
運

用
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
駅

舎
改
築
事
業
よ
り
も
下
水
道
計

画
の
取
り
組
み
が
早
か
っ
た
の

で
す
が
、
結
果
的
に
事
業
進
捗

が
逆
転
し
て
し
ま
っ
た
点
に
つ

い
て
は
、
ご
理
解
を
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
三
ツ
峠
グ

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と
し

た
山
麓
エ
リ
ア
の
活
性
化
に
つ

い
て
は
、今
年
度
さ
く
ら
公
園
・

い
こ
い
の
森
公
園
へ
の
エ
コ
ト

イ
レ
設
置
に
取
り
組
み
ま
す
。

そ
の
後
継
続
的
に
ふ
れ
あ
い
館

の
改
修
、「
と
う
ざ
ん
の
里
」

周
辺
、
柄
杓
流
川
周
辺
の
整
備

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

町
の
地
域
資
源
で
あ
る
遊
水

地
、
景
観
地
、
冨
士
み
ち
等
は
、

い
、
令
和
８
年
度
末
の
完
成
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
郷

土
公
園
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
取

り
組
み
、
人
工
芝
化
・
新
し
い

遊
具
、
建
屋
の
設
置
を
行
い
ま

し
た
。
空
き
家
・
空
き
地
対

策
で
は
、
各
区
の
役
員
の
皆
様

に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
最
新

の
空
き
家
状
況
リ
ス
ト
を
作
成

し
ま
し
た
の
で
、
今
年
度
か
ら

所
有
者
へ
の
具
体
的
な
聞
き
取

り
を
実
施
し
対
応
し
て
ま
い
り

ま
す
。
空
き
家
バ
ン
ク
サ
イ
ト

の
運
用
も
始
ま
っ
て
い
ま
す
の

で
都
市
部
住
民
か
ら
の
移
住
定

住
が
期
待
で
き
る
こ
と
か
ら
、

人
口
減
少
対
策
に
つ
な
が
る
も

の
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

以
上
、
公
約
の
進
捗
状
況
を

お
話
し
し
ま
し
た
が
、
現
時
点

で
は
公
約
の
実
現
に
全
力
を
傾

け
て
お
り
ま
す
の
で
、
議
員
ご

質
問
の
２
期
目
の
再
選
に
向
け

た
お
答
え
に
つ
い
て
は
時
期
尚

早
と
考
え
て
お
り
ま
す
。今
後
、

支
援
者
の
皆
様
か
ら
ご
意
見
を

い
た
だ
く
中
で
、
前
向
き
に
検

討
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
。



問　会員数を教えてください。
渡辺さん　23名（対象者 9名、ボランティア 12名、
民生委員２名）です。
問　活動日・活動時間は。
渡辺さん　月１回、第３金曜日、午前 10時から
午後 12時 30分まで活動をしています。
問　活動場所は。
渡辺さん　旧上町公民館です。
問　今後の目標は。

渡辺さん　男性の方にも入っていただき、楽しんで
もらいたいと思います。
問　行政に望むことは。
渡辺さん　対象者の方の中には公民館まで歩いて来
ることが大変な方が多くおります。特に雨の日など
は両手に杖を持っていますので、傘を差せない方も
おります。月 1回開催のいきいき交流会を楽しみ
にしてくださっていますので、引き続き移動支援の
送迎をよろしくお願いします。

コミュニケーション広場コミュニケーション広場
皆さんの貴重なご意見・ご感想などを今後の議会活動に反映させてまいりますので、

積極的なご参加をお願いいたします。
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